
平成２０年度 第２回学校関係者評価委員会 

日  時 平成２０年７月１８日  午後３時３０分 

学校評価委員 ９名の参加 

評価項目 

 目的 

地域の中の子ども達 

・児童一人ひとりが地域に暮らす一員として、ルールを守り、安全に気

をつけて生活する。 

 

＾ 

項目 内容 

地域の中の 

児童の様子 

・公園で遊ぶ子は少ない。 

・仲良く遊んでいる。 

・自転車でスピードを出して、ぐるぐる走り回っている子がいる。 

・自転車の放置やごみの不法投棄など鶴見中央地区外からの人のマナー

が悪い。町会も大変である。 

・登下校などでの取り組みが計画的に行われているために安全に通学で

きているように思う。 

・学校に来てもきちんと挨拶ができていて、うれしい。 

・朝会などで町会長さんにお話をいただき、子ども達が地域の中でも 

 「町会長さんだ。」と元気に挨拶できるようになってもらいたい。そこ

で、本年度は８町会の会長さんに町会でお話をして頂くことを計画し

実施を始めている。 

・小学校の児童が学校で勉強やルールを学ぶことは大切なことだが、中

学校に入ると急に大人びて、地域に目を向けなくなってしまう。子ど

も達とふれあう場や教える場を多く作ることが大切だと感じる。 

・７月２５日（土）のお祭りなどにできるだけ参加してもらい、ふれあ

いの場を多く作るようにしたい。準備なども手伝えるとよい。 

・昔は町会長が学校に出向くことなどはなかったが、子ども達のために 

多忙の中でも、何回も集まりを持ったり、顔を合わせたりすることで

意志の疎通が速やかになり協力できることも増える。子どもと一緒に

何かやることを計画・実行するは難しいけれど・・・。 

・「はまっこ」で計画したスライムづくりには、２００人を越える子ども

達が参加してくれた。狭い中でも、よく話を聞き集中して取り組んで

いたし、よく教え合う姿が見られた。 

・仲間づくり、友だちづくりを大切にしていきたい。 

 

 


